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第
三
回

福
島
空
港

玉
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
十
四
部
川
知
高
校
生
の
部

優
勝

溝

井

英

樹

君

優
秀
な
選
手
が
集
中
す
る
一
般

男
子

A
m加
の
優
勝
者
は
、
郡
山

市
の
熊
谷
春
夫
さ
ん
担
分
お
秒
の

記
録
で
優
勝
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉
川
村

チ
l
ム
の
溝
井
英
樹
君
(
学
法
石
川

高
)
が
高
校
生
男
子
の
部
で
優
勝

を
飾
り
、
小
学
校
一
一
一
、
四
年
生
男
子

の
部
で
は
車
田
圭
爵
く
ん
(
玉
川

第
一
小
)
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

優
勝
者
に
は
副
賞
と
し
て
、
第

一
部
j
第
九
部
ま
で
が
、
ス
ポ
ー

ツ
パ
ッ
ク
、
第
七
部

1
第
十
六
部

ま
で
が
福
島
空
港
就
航
先
の
往
復

航
空
券
、
ま
た
第
二
部

l
第
九
部
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ま
で
の
優
勝
者
に
は
、
招
待
選
手

浅
井
え
り
子
選
手
か
ら
「
浅
井
え

り
子
賞
」
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ

ー
ズ
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
優
勝
者

高校生男号の部で題勝した溝井英樹君(中央)

(
)
は
所
属

・
小
学
二
年
生
以
下
親
芸

新
田
正
恵
・
康
大
(
阿
武
限
小
)

・
小
尚
喜
一
ニ
・
四
年
生
男
っ
す

車
田
圭
爵
(
玉
川
第
一
小
)

・
小
掌
一
一
一
・
四
年
生
女
芸

江
田
苑
可
(
高
城
小
)

・
小
山
岳
五
・
六
年
生
男
っ
す

橋
本
隆
光
(
本
宮
ま
ゆ
み
小
)

・
小
掌
五
・
六
年
生
女
ウ
ウ

上
遠
野
成
美
(
今
泉
小
)

・
中
掌
生
女
吾

菊
地
日
出
子
(
棚
倉
中
)

-
一
般
女
ヱ
ウ
A
(
三
十
九
歳
以
下
)

力
丸
世
恵
子
(
日
大
東
北
高
)

-
一
般
女
守
口
U

(

四
十
蔵
以
上
)

岩
崎
恵
子
(
カ
メ
カ
メ
ク
ラ
ブ
)

・
中
学
生
男
菩

山
形
武
士
(
西
郷
村
駅
伝
チ
l
ム
)

・
一
般
京
芸
フ
リ
l
(
高
校
生
以
上
)

尾
崎
ま
ゆ
み
(
学
法
石
川
高
)

-
一
般
男
吾
C
(
一
二
十
九
歳
以
下
)

諸
橋
健
司
(
ふ
く
し
ま
駅
伝

鏡
石
町
チ
ー
ム
)

-
一
般
男
ウ
ウ
D
(
四
十
競
以
上
)

秋
晴
れ
の
下
、
村
主
催
の
第
一
二
回
世
畑
恵
空
港
玉
川
健
震
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
、
十
月
十
四
日
(
臼
)
福
島
空
港
公
器
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
空
港
公
園
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
i

ル
す
る
2
陥
か
ら
印

同
の
コ
i

ス
の
十
六
部
門
で
、
県
内
外
か
ら
約
一
，
二

O
O名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
招
待
選
手
と
し
て
名
古
屋
国
際
女
芸

マ
ラ
ソ
ン
国
内
初
優
勝
し
た
浅
井
え
り
芸
選
手
も
参
加
し
て
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

コスモスやマリーゴールドが咲く玉川蕗を走る親菩ランナーたち

大
会
は
、
午
前
九
時
か
ら
空
港

公
園
内
広
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ

大
会
長
の
車
田
村
長
が
参
加
者
に

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

塩
田
金
次
郎
県
会
議
員
と
西
川

良
英
村
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
招
待
選
手
の
浅
井
え
り
子

選
手
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

県
高
陸
上
競
技
協
会
の
矢
内
部
会

長
か
ら
選
子
の
方
々
に
競
技
上
の

注
意
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
泉
中
三
年
の
鈴
木
理
佐

選
手
と
須
釜
中
三
年
の
草
野
直
樹

選
手
の
三
名
が
参
加
選
手
を
代
表

伊

藤

(

塩

川

町

公

民

館

)

・
一
般
男
ヱ
J
F一
(
六
十
歳
以
上
)

金

子

志

郎

(
H
立
ラ
ン
ナ
ー
ズ
)

・
高
校
生
男
一
ず

溝
井
英
樹
(
ふ
く
し
ま
駅
伝

主
川
村
チ
l
ム
)

-
一
般
男
ウ
ウ
A
(
一
一
一
十
九
歳
以
下
)

熊
谷
春
夫
(
郡
山
自
衛
隊
)

@
一
般
男
3
8
(
四
十
歳
以
上
)

渡
辺
幸
生
(
日
本
計
測
工
業
)

玉
川
村
登
録

各
部
門
優
勝
者

-
小
山
喜
一
一
年
生
以
下
親
芸

我
妻
浩
之
・
千
亜
紀
(

一
小
二
年
)

・
小
掌
一
エ
・
四
年
生
男
一
4
4

車
田
圭
爵
(
玉
川
第
一
小
何
年
)

・
小
掌
一
一
一
・
四
年
生
女
っ
す

川
第

し
て
選
手
宣
誓
を
行
い
競
技
が
始

ま
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
空
港
公
園
前
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
i
ル
と
し
、

2
凶・

3
凶・

5
M
・
m
M
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
十

六
部
門
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
選
手
は
、
刈
入
れ
を

終
え
た
田
園
や
コ
ス
モ
ス
が
咲
く
秋

の
玉
川
路
を
楽
し
み
な
が
ら
走
り
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ニ
干
食
の
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
る

ょ
っ
ば
の
会
の
皆
さ
ん
は
、
参

一
一
輪
葉
月
(
玉
川
第
小
四
年
)

・
小
学
五
・
六
年
生
男
ヱ
J

伊
東
力
(
五
川
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
)

-
小
学
五
・
六
年
生
京
芸

出
井
裕
樹
(
た
ま
か
わ
ラ
ン
ニ

ン
グ
サ
ー
ク
ル
)

-
中
学
生
女
フ
プ

鈴
木
理
佐
(
ふ
く
し
ま
駅
倍
玉

川
村
チ

i
ム
)

-
一
鍛
女

3
A
(
三
十
九
歳
以
下
)

鈴
木
寿
江
(
一
般
、
竜
崎
)

@
一
般
女
ヱ
J
B
(
四
十
歳
以
上
)

小
針
百
合
(
一
段
、
中
)

@
中
学
生
男
立
す

草
野
直
樹
(
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉

川
村
チ

l
ム
)

電話加入権の

公売について

福恵県郡山合同庁さきにおいて、下記の表により電

話加入権の公売を実施します。詳しくは、福富黒合

同庁舎県税部 n024-935-1247までお問合せ

ください。

加
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
な

ど
へ
と
、
二
千
食
の
温
か
い
豚
汁

を
作
っ
て
張
る
舞
い
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
裏
方

と
し
て
、
競
技
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に

約
三
八

O
名
の
村
氏
の
方
々
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
、
御
礼
・
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加

者
か
ら
も
感
謝
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

-
一
般
女
一
/
7
7
リ
i
(
高
校
生
以
よ
)

塩
田
亜
由
美
(
ふ
く
し
ま
駅
伝

玉
川
村
チ
ー
ム
)

-
一
般
男
吾
C
(
一
二
十
九
歳
以
下
)

鈴
木
光
一
(
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉

川
村
チ

i
ム
)

-
一
服
男
っ
す
D
(
四
十
歳
以
よ
)

溝
井
賢
一
郎
(
ふ
く
し
ま
駅
伝

玉
川
村
チ

l
ム
)

・
…
般
男
ウ
ウ
E
(六
十
歳
以
上
)

近
内
正
雄
(
一
般
、
吉
)

・
高
校
生
男
っ
す

溝
井
英
樹
(
ふ
く
し
ま
駅
伝
玉

川
村
チ

i
ム
)

@
一
椴
男
一
/
す

B
(
四
十
歳
以
上
)

中
村
浩
文
(
た
ま
か
わ
ラ
ン
ニ

ン
グ
サ
ー
ク
ル
)

ノ¥;:E:""""+.皇室
ぷ~7Dエ三主主務

平成14年3月201::1(水)

平成13年11月20日(火)

平成13年12月19日(水)

平成14年1月初日(水)

平成14:11::2月271::1(水)

公売予定巴
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平
成
十
三
年
度
の
玉
川
村
民
文

化
祭
が
十
月
二
十
七
日
の
山
野
草

展
を
皮
切
り
に
村
民
体
育
館
と
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
村
民
文
化
祭
は
、
児
童
生

徒
の
絵
画
や
書
写
な
ど
か
ら
高
齢

者
の
作
品
ま
で
一
幅
広
い
年
代
か
ら

出
品
さ
れ
各
種
文
化
団
体
ご
と
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
も

本
村
と
国
際
友
好
都
市
の
提
携
先

で
あ
る
中
華
民
国
鹿
谷
郷
の
児
童

の
書
写
や
絵
画
が
展
示
さ
れ
国
際

色
豊
か
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
、
大
勢
の
方
々
が
入
場

山野草展、菊花展、老人作昆展、児童-生徒作

昆展などでは、出自作毘を審査して各震を決定い

たしました。

児童・生徒作昂展及び山野草展の入筆者は次の

とおりです。

盤アイデア貯金箱

コンクール入賞者

4 

し
各
展
示
作
品
の
力
作
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
で
は
、
村
商
工
会

青
年
部
が
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
、

婦
人
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、

多
数
の
人
た
ち
が
訪
れ
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

すずきりょうこ(1年)
飯村夏菜(2年)
割栢大海(3年)

閥横総予(4年)

国井裕揖(5年)

霞井佐也司(6年)

真弓美穂(6年)

-須釜小学校
二瓶美輝(1年)
阿部弘奈(2年)
須主主 興予(3年)
草野裕明(4if)
小原麻里(5年)
塩津成二(6年)

小山田恵芸(6年)

-公民鑓長賞 車田久七

・民友新聞社賞 石井スイミ子

・JAあぶくま泉麦庖麓
矢吹マキ菩

・JAあぶくま須釜支庖賞
双望トク
長倉弘菩

石井 実

奥野四部

宗形美咲(4年)

翼野自悠(5年)

宗形麻美(6年)

鈴木美智(6年)

-須釜小学校四辻分校
大和田愛(1年)
大和田賢治 (4年)
野本拓史 (5年)

-泉申学校
三輪裕一郎(1年)
野崎静香(2年)
小林恵美(2if)
鈴木博也(3年)
藤田淳菩(3年)

塩津真美(3年)

-‘ 
広一

欝児童・生徒作晶展

-須釜小学校四辻分校
大和田美希(2年)
石井幸菜(4年)

野本昂史(6年)

-泉中学校
本橋真菜美(1 if) 
佐久間智美(1年)
関根麻八(2年)
田島彰吾(2年)

小針 匠(3年)

藤田淳吾(3年)

-須釜中学校
塩津麻霊(1年)
八木智恵美(2年)
近内沙弥香(3年)

石森聖吾(3if)

-須釜中学校

矢吹仰也(1年)
塩津久美予(2年)
塩津美帆(3年)

石森陽予(3年)

露調書写の部

-川辺小学校
小針 梓(1年)
角田優希(2年)
吉田大祐(3年)

野崎重美(4年)

安藤拓也(5年)

丹内陽香(6年)

-玉川第一小学校
うえのみさき(1 if) 

-玉川l第一小学校
こばりみずひろ(1年)
いいむらたつやれ年)

宗像将悟(2年)
渡辺優菩(3年)

大竹さくら(4B:)
宗形 誠(5年)
園井佐也司(6年)

小針かすみ (6年)

-教育長賞

・努力賞

・特別畠

小晶盆栽の部

・努力量小林

園周・絵画の部(金賞)

・}II辺小学校
土屋公生(1年)
佐藤 諒(2年)
矢部亮平(3年)

須藤千畠(4年)

園谷奈津美(5年)

溝井泰一郎(6年)

-須釜小学校
石森真由(1年)
木戸ゅうこ(2年)
塩津美保(3年)

-東北郵政局長賞

真野白期悟(須釜小4if)
・郵便貯金披興会長賞

仁井田彩奈(玉一小2if)
・郵便局長賞

宗形寿美絵(玉-!J¥1年)
車田惰美枝(玉小3年)
車田暁紀枝(玉一小5年)
緑川察志(J11辺小2年)
矢吹綾香(J11辺小2年)
関根 瞳(J11辺小3年)
鈴木章之(川辺小4年)
高橋友美(J11辺小5年)
鈴木将太(川辺小5年)
鈴木絵里香(J11辺小6年)
石森真由(須釜小1年)

育費良輔(須釜小5年)
・玉川村教青長賞

宗形幸太(玉一小2年)
江尻 掴(玉一小4年)
溝井章男(玉一小5年)
酒井越衣(J11辺小2年)
原 舞唯()11辺!J¥4年)
農)11 興道(須釜小2年)
石森 舞(須釜!J¥5年)

草野加緒里(須釜小6年)

瞳第5γ田
山野草展入賞者

一般の部

・村長

・議長

・会長

代

ツ

勝

常
ナ

田
田
貴

重

添

育

{
員
世
貝
骨
貝

広
)



収
入
役
に

元
教
育
委
員
の
小
原
嗣
男
氏

(
南
須
釜
)
が
十
一
月
一
日
付
け
で

村
収
入
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

十
月
の
臨
時
議
会
に
人
事
案
件

と
し
て
提
案
さ
れ
て
同
意
さ
れ
、

車
田
村
長
か
ら
選
任
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

収入役

小原間男氏

教
育
委
員
に

平成13年11月

十
月
二
十
六
日
村
長
室
に
お
い

て
、
村
教
育
委
員
の
任
命
式
が
行

広報たまかわ

教書委員

増吾右多予さん

十
月
二
十
三
日
(
火
)
午
後
六
時

四
十
五
分
か
ら
屋
内
ゲ
l
ト
ボ
l
ル

場
す
ぱ

l
く
玉
川
に
て
第
十
三
田

市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会
の
玉
川
村
選
手
同
の
結
団

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
選
手
の
ほ
か
村
関
係
者
、

議
会
議
員
、
教
育
委
員
会
関
係
者

な
ど
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
選
手
の
紹
介
と
出
旗
の
伝
達
の

あ
と
、
本
部
長
の
車
田
村
長
と
実
行

委
員
長
の
渡
辺
体
育
協
会
長
か
ら

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
矢

部
教
育
委
員
長
か
ら
激
励
の
こ
と

ば
を
受
け
、
溝
井
監
督
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
選
手
間
を
代
表
し
て
岩

谷
唯
義
主
将
が
「
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

監

督

溝

井

賢

一

郎

コ
i
チ

中

村

清

文
仁

平

光

俊

菅

野

卓

弥

車
田
田
村
大
竹
、
し

i

A
q
点
主

1/ 

マ
グアグ
ユノ
ヤ

知
恵
一
誠
信
之

1/ 1/ 

原

嗣

回
~ 

氏

小
原
氏
は
、
平
成
五
年
十
月
か

ら
村
教
育
委
員
を
務
め
、
平
成
九

年
十
月
か
ら
三
年
間
は
教
育
委
員

長
を
務
め
ら
れ
て
、
平
成
十
三
年

十
月
二
十
六
日
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

収

入

役

小

原

嗣

男

紅
葉
が
美
し
い
季
節
に
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

増
子
右
多
子
さ
ん

わ
れ
、
先
の
臨
時
議
会
で
同
意
を

受
け
て
い
た
増
子
右
多
子
さ
ん

(
南
須
釜
)
に
車
問
村
長
か
ら
任
命

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

増
子
さ
ん
は
、
平
成
十
三
年
十

月
二
十
七
日
か
ら
四
年
間
、
教
育

行
政
で
活
躍
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
十
三
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

玉
川
村
選
手
団
結
図
式

選

手

第

…

区

第

一

区

第

三

区

第

四

区

第

五

区

第

六

区

第

七

区

第

八

区

第

九

区

第

十

区

第
十

A

区

第
十
二
区

第
十
三
区

第
十
四
区

第
十
五
区

第
十
六
区

控

選

手
，，一
-
a
F
 

1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 11 

小 曲鈴関塩吉大古鈴鈴鈴大岩関鈴深須大湯溝粛鈴草大塩
針u1木根津村和田木木木槻谷根木谷釜竹深井藤木野竹田
国 並
麻 直博光理亮唯 佳紘健英久 直邦由 n
美新樹也一佐守主義聡香亮織生太樹矢悟樹光美ほ
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選怠士
子手子手手子手子手子手子手手子手手手手手右。

和
樹
選
手

正
光
選
手

げ
ま
す
。

去
る
十
月
十
九
日
開
会
の
臨
時

議
会
に
お
い
て
、
不
肖
私
が
玉
川

村
収
入
役
と
し
て
議
会
の
同
意
を

頂
き
十
一
月
一
日
就
任
い
た
し
ま

し
た
。も
と
よ
り
、
私
は
浅
学
非
才
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
収
入

役
と
い
う
重
責
を
全
う
す
る
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
、

ご
指
導
、
ご
鞭
提
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

平成14年度石川福祉会職員募集
特別養護老人ホーム{仮柿平田ホームjの新築に伴う社会福祉法人石

川福祉会職員を、次のとおり纂集します。

1、勤務地 社会福祉法人石川福祉会が経営する特別養護老人ホーム

[仮称平田ホームJrさくら荘j又は{さぎそうjを勤務地とする。
2、試験職種及び採用予定人員

・生活相談員 2名 ・栄養士 1名
・撃務員 1名 ・介護士 153
・看護婦(士)、准蓄護婦(士)ら名 ・運転手兼介護士

3、試験の方法
( 1 )第1次試験

1名

歩けあるけ健康家核大会

10月28日(臼)に、村主催の歩けあるけ鑓康家族大会は、

侵場から小高戸ノ内にあるお花見公掴までの往復の

2km・4km.6kmの3コースが設定され、参加者は自分
にあったコースを選び行われました。

参加者150名はコースを選び、霊空の中、午前10持(こ

村役場を出発し、ミ子供たちが多く参加したコースには、途

中お葉芸つかみ取りなどの催しが設けられていました。

午前11時ごろにはお花見公園に到着し、ょっぱの会が

用意していた温かし1豚汁を食べ体を温めていました。

平
成
十
=
一
年
度
「
家
庭
の
日
」
作
文
よ
少
年
の
主
張
)
作
文

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

が
主
催
し
た
第
十
七
回
「
家
庭
の

日
」
作
文
、
第
十
六
回
「
少
年
の
主

張
」
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
審
在
は
、
子
ど
も
た
ち
と

家
庭
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体
験
を
通

し
て
、
そ
の
感
動
を
心
に
残
す
こ

と
と
、
毎
月
第
三
日
曜
臼
の
「
家

庭
の
司
」
の
啓
発
を
目
的
と
し
て

村
内
全
小
中
学
生
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
の
作
文
の
入
賞
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
名
で
し
た
。

ま
た
、
「
少
年
の
主
張
」
作
文
審

査
の
入
賞
者
は

8
名
で
し
た
。

最
優
秀
と
優
秀
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

吋
家
庭
の
白
」
作
文

・
小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
酒
井
啓
衣
(
川
辺
小
)

優
秀
白
旗
美
希
(
川
辺
小
)

宇
南
山
健
(
玉
川
一
小
)

西
島
紗
奈
(
玉
川
一
小
)

・
小
学
生
中
学
年
の
部

最
優
秀
矢
吹
裕
菜
(
玉
川
一
小
)

秀
大
木
由
希
千
(
須
釜
小
)

原
舞
唯
(
川
辺
小
)

{嬰

6 

一艦教護試験(高校卒程置の一般教護につし1て、択

一式による筆記試験)及び小論文

第 1次試験合格者に対して、適性慎置、及び個別語

接{こよる試験

平成13年12月16日(日)午前10時

受付は午前9時~
平成14年 1月27日(巴)午前10時

受付は午前9時~
石川町総合体甫館(クリスタjレパーク石)11)

平成13年11月12日(月)から11月308C金)までの平
日 98寺~17時まで。郵送は、 11 月30日消印奇効

〒963-7858 福島県石川郡石川町亨下泉229
社会福祉法人石)11語性会岱0247-26-1123

(2)第2次試験

(2)第2次試験

4、試験の期日
C 1 )第1次試験

5、試験の場所

6、受付期間

間合わせ先

川
辺
小
学
校
が
金
賞

第
二
十
二
回
交
通
安
全

立
看
板
コ
ン
ク
i
ル

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と

し
て
、
石
川
警
察
署
と
石
川
地
区

交
通
安
全
協
会
が
交
通
安
全
立
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。交
通
安
全
立
看
板
は
、
石
川
管

内
の
事
業
所
や
学
校
な
ど
か
ら
、

数
多
く
出
品
さ
れ
、
小
学
校
の
部

で
川
辺
小
学
校
が
金
賞
を
受
賞
し
、

中
学
校
の
部
で
、
須
釜
中
学
校
は

佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

小
針
ひ
か
る
(
玉
川

・
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
岩
瀬
夏
花
(
玉
川
小
)

優
秀
鈴
木
絵
里
香
(
川
辺
小
)

草
野
加
緒
理
(
須
釜
小
)

関
根
幸
(
須
釜
小
)

・
中
学
生
の
部

最
優
秀
鈴
木
淳
子
(
泉
中
)

優
秀
野
口
直
哉
(
須
釜
中
)

味
原
子
紘
(
泉
中
)

塩
津
美
帆
(
須
釜
中
)

「
少
年
の
主
張
」
作
文

最
優
秀

算
、
野
日
悠
太
(
須
釜
中
)

{憂

秀

鈴
木
鈴
木

車
矢
(
泉

理
佐
(
泉

中中
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平成13年11月広報たまかわ

・ 0ミピ~@ス.
IN 
K寝静fO

安全運転を呼びかける

村交通対策協議会では、交通安全協会と交通安主母の会

の協力在得て、撞富空港南交差点付近で、テント村作戦を

実施。ドライバーの皆さんに交通安全の冊吾とさるなしド

Ijンクを手渡し、安全運転を呼びかけました。

平成13年11月広報たまかわ

震
呆
自
宅
斥
吉

国
司

4
L
F
F
Z

交
通
安
全
教
室

幼
児
ひ
と
り

一
人
に
交
通
安
全
思

想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
尊
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
た
め
に
、
円

谷
善
之
村
交
通
教
育
専
門
員
の
指
導

で
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

幼
児
た
ち
は
、

二
人

一
組
に
な
り

片
手
を
上
げ
道
路
を
素
早
く
渡
っ
て

い
ま
し
た
c

瀬
谷
さ
ん
(
北
須
釜
)

技

能

五

輪

で

銀

賞

第
三
十
九
回
技
能
五
輪
全
国

大
会
は
、
本
県
で
十
月
二
十
六

日
か
ら
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

三
十
四
職
種
に
二
十
三
歳
以
下

の
八
百
一
一
一
十
一
人
が
出
場
し
ま

し
た
。本
県
か
ら
は
、

二
十
一
職
種

に
百
二
十
人
が
参
加
し
郡
山
市

の
ピ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

な
ど
五
会
場
で
鍛
錬
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

技
能
五
輪
全
国
大
会
に
、
玉

川
村
か
ら
は
、
タ
イ
ル
張
り
の
部

に
、
(
有
)
瀬
谷
タ
イ
ル
の
瀬
谷
裕

行
さ
ん
と
機
械
製
図
の
部
に
(
株
)

タ
マ
テ
ッ
ク
(
竜
崎
)
勤
務
の
伊
藤

薫
さ
ん
の
一一
名
が
参
加
し
、
見
事
、

瀬
谷
裕
行
さ
ん
が
タ
イ
ル
張
り
の

部
で
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

十

一
月
二
日
に
は
車
田
村
長
に

入
賞
の
報
告
を
す
る
た
め
、
瀬
谷

裕
行
さ
ん
は
父
吉
利
さ
ん
と
と
も

に
、
村
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

霧直長13杢主さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下

脱
穀
体
験

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
児
童

十
七
名
は
、
パ
デ
ィ

l
ラ
ン
ド

(
学
習
回
)
で
刊
刈
入
れ
し
た
稲
束

を
脱
穀
し
ま
し
た
。

保
護
者
役
員
は
、
昔
懐
か
し

い
干
歯
こ
ぎ
や
足
踏
み
脱
穀

機
・
ハ

I
ベ
ス
タ
ー
な
ど
三
種

類
の
脱
穀
機
の
説
明
や
作
業
の

指
導
を
受
け
た
児
童
は
、
昔
行

わ
れ
て
い
た
脱
穀
体
験
を
し
ま

し
た
。

平成13年度玉川村表彰式
功労表彰3名、善行表彰1名、1団体に贈られる
平成13年度玉川村表彰式は、末年本村の自治振興仁尽
力された3名の方々仁功労表彰と、保育事業を深く理解し、
長年無償で園児に芋掘りを体験させている白山さん(蒜生)

や平成4年の結成以来、美化活動、スポーツ振興、福祉、

教育活動など幅広い活動を展開している玉川ライオンズク

ラブに善行表彰が贈られました。

表彰者・団体は次のとおりです。

~功労表彰 草野亀雄、榊枝徳夫、添田チヨミ子

量善行表彰 曲山寛一、玉川ライオンズクラブ

(敬称略)

両申学校で学校祭
須釜中学慢の第28回掌校禁f館山祭jは、テーマを
i2001 START OUR REVOLUTION ~時代に刻む
ぼくらの未来~Jとし、日ごろの掌習の成果を十分発揮し、思い出
深い体験をした学校祭となりました。

また、泉中学校の第19回学校祭「いずみ祭jは、須釜中学校と同

じくテーマを決め「僕らの希望が叶うとき みんなは、一つの和に

なれるJに沿って、去年まで1日だった学校祭が2日となり、合
唱・伴奏、弁論大会、球技大会、芋煮会などが行われました。両中

孝枝の学校祭(ま、生徒全員が協力しあい作り上げた学枝祭でした。

8 

福
島
空
港
で

「
事
故
発
生
」

空
港
防
災
訓
練

防
災
訓
練
は
、
早
朝
、
旅
客

機
が
炎
上
し
、
け
が
人
が
多
数

発
生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、

県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
化

学
車

・
須
賀
川
消
防
本
部
・

玉

川
村
(
竜
崎
・
南
須
釜
分
団
)
・

須
賀
川
市
南
消
防
団
・
隣
接
す

る
白
、
河
・
郡
山
消
防
本
部
の
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
が
集
結

し
、
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

練)ユキザワに
献血推進団体として感謝状楯
(株)ユキザワ(山小屋)では、毎年一回献血がある

と事業所をあげて協力しています。

その功績が認められ血液センターから感謝状楯が

贈られ、車田村長からユキザワに到務している石森

代志吾さんに手渡されました。

糖
尿
病
予
防

教
室
開
催

糖
尿
病
予
防
教
室
は
、
「
な

ぜ
高
血
糖
だ
と
い
け
な
い
の

か
」
を
テ

l
マ
に
、
味
原
医
院

長
味
原
隆
先
生
が
講
師
で

行
わ
れ
ま
し
た
口

糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
な

く
水
面
下
で
進
行
す
る
病
気

で
、
症
状
が
現
わ
れ
た
と
き
は
、

す
で
に
合
併
症
を
起
こ
し
て
い

る
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
、

予
防
す
る
に
は
、
年
一
回
の
住

民
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
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第18固村民卓球大会参加者募集

玉川卓球クラブ(塩津正勝会長)主鑑の卓球大会を次の

要領で開催します。ふるって参加してください。

保

{采

-公

t立国(耳司の健康ごよみ

{保 ~福富空港玉川健霞マラソン大会にて~

献血・・ーー...............村民グランド

午前10時00分~午撞128寺00分まで
三種混合予紡接種

午後128寺45分~
9~10力月児健診

午後 18寺30分~
1才6方自児健診

午後 1時00分~
三種混合予防接種

午後 1時00分~
機能訓練

午部10時00分~

保健センター 須:須釜公民館

ごぞんじですか!検察審査会
国税だより

税を知る週間

午前9時開会

小学生の部...シンク、)u

一般の部・・・男女シングルス及び夕、プルス

12月9日(臼)

玉)11動労者体脅センター

詩

場

自

-臼

@会

-種

{泉

玉

5員

1才克おたん生栂談会

午後 1時30分~
山鳩会

午前108寺00分~
すくすくクラブ

午前10時00分~
3~4力月児健診・

午後 1時30分~
健康講演会

午後128寺45分~
機能訓練

午前10持00分~
二種混合予防接種

午後 1時30分~

19巴(月)

20日(火)

21日(水)

27日(火)

28白(水)

29巴(木)

国12月
2巴(日)

5巴(水)

交通事政、詐取、おどしなどの犯罪の被害にあい、警

察や換察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴してく

れない。このような不満をお持ちの方のために検察審査

会があります。気軽にご相談ください。費用は無料で、

秘密は国く守られます。

*お間合せ{立、郡山市麓山1-2-26
郡山噴察審査会事務問

(福島地方裁判所郡w支部内)
岱024-932-5656

11月11日(自)から17日(土)までは、「税を知る週間Jです。

冨や地方公共盟体{立、私たち国民が豊かで安定した暮らしがで

きるように、いろいろな活動を行っています。例えば、私たちの

身のまわりを克ても社会福祉の苑実、住宅や道路の整備、教書の

振興など、その活動は儲広し1分野にわたっています。

税金は、そのための大切な財源です。

税務署では、この期間中、広い由民の皆さんに税の意義や役割

について理解していただけるよう、座談会の開催、納税作昂の表

彰式、租税教室など苔種の行事をおこ芯います。

この機会仁、あなたも税金の仕組みゃ使い道仁ついて考えてみ

ませんか。

村内に居住している方、又は村内に動務し

ている方。

11月30日(重)までに玉川車球クラブ会

長(岱57-3907)又は村公民館まで

記

・岩法寺の佐久間和幸さんから

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)

寄付ありがとうございます

-参加申し込み

-参加翼格

(呆

公:公立岩瀬病院

保

保

{呆

-南須釜の小貫正豆、さんから

犯罪捜査にご協力を
|お誕生おめでとうございます|
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昨任の刑法犯認知件数l誌、約244万件と過去最悪在記
録しました。激増する窃盗犯は、治安情勢悪化の原因と

なっており、中でも来日外国人犯罪グループによるピツ

キング用具を使用した侵入盗や暴力居等による自動車盗

などの組織窃盗事件は、市民の大きな脅威となっていま

す。また、電車内等における襲行・傷害事件や盤上強盗、

ひったくり等市民のみなさんが身近に脅威を感じる犯罪

が多発しているほか、無差別殺欝事件芯どの凶悪事件が

発笠し、さらに、銃器発砲を伴う暴力団の対立抗争事件

が増加するなど、犯罪t情勢は厳しさを増しています。

一方、社会経済構造の複雑化、自境を越えた人の移動

の増加、社会の匿名性の増大等が一層進むなど、捜査を

取り巻く環境は厳しくなっており、犯人を検挙し、事件

を解決するためには、犯罪壇査に対する市民のみなさん

のご理解とご協力力昔、従来にも増して欠かすととのでき

ないものと怠っています。

そこで、村民のみなさんに、次の点を中I~\Iこして、犯

罪撞査に対するご協力をお願いいたします。

@指名手配被疑者の検挙にご協力を!

• r事件か芯jと思ったら迷わず11 0蓄を!
・犯罪について知っていることは覆極的に通報を!

・聞き込み擾査にご協力を!

@被害にあったときは必ず届け出を!

凍上災害復旧工事に伴う通行規制に御協力

福島県及び玉川村では昨年冬の記録的な低温により、道路の舗

装路面につラック等が発生した箇所在復|岳するために、舗装工事

を実施いたします。

工事は、黒道7笛所、村道4笛所(北須釜宰坂ノ下地内~山小

塵亨丸内田地内、南須釜写柳作地内、四辻新田孝弧左1車内平地内、

小高守茜窟敷~蒜生害栗木内地内)で実施され、工事期間は平成

13年11月から平成14410月末まで予定しております。

工事期間中は交通規制等で地域の皆さん及び通行中の方々に大

変己迷惑をおかけすることが予想されますが、舗装路酉をリヌレ

ツシュし、走りやすい道路[こするため仁、ご協力をお願いします。

一おわびと訂正一

先月号の平成14年成人式名簿の大竹知恵は、大竹智恵さんでした。
お詫びして訂正いたします。

村のようす
(13年11月18現在) (10月届出分)

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

(10月間出分)

三
十
リ
ム

二
」
一
「
「
吋
，
v

保護者名

竜也

吉徳

誠

久

栄

英

t住

晃

広報への信裁を希望されない場合は、窓口への箇け

出の燃にお串し出ください。

和

正

出生児氏名

只野恭太

須釜局不IJ

死亡者氏名

佐久間熊台

小貫マツイ

しおり

安藤某那

安藤太智

小林奈結

鈴木理!央

須釜

地区名

地区名

岩法寺

市須釜

1I1な

。

'l 

二iヱ
Iコ

〆ノ

。

1，816戸(-2) 

3，788人(十4)

今
月
の
納
税

3，870人(十3)

ア，658人(十ア)

村

県

民

税

由
民
健
康
保
険
税

由
民
年
金
保
険
料

第

期

第

期

け
月
分
保
隙
料

3 民
)

昌

国

討

刊

畠

V-2

〔
納
期
限
は
引
用
部
日
(
用
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

花
な
ら
ば
替
に
散
リ
し
少
年
ら
靖
国
の
空
に
何
思
う
ら
む真
弓

は
ん

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

i
i
|
村
公
民
館

さ
る
な
し
俳
句
会
十
月
句
会
詠
草

ニ
プ
」
つ
ど
結
界
に
よ
く
響
く
音
啄
木
鳥
は
A
7
朝
も
古
木
を
穿
つ

小

針

金

里

あ
だ
た
ら
に
雲
拠
リ
耕
か
る
に
お
ぼ
っ
ち

イニ

や
リ
省
一
し
利
か
ぬ
人
生
強
い
も
あ
れ
ど
わ
が
九
十
路
の
斡
は
重
た
し

吉

田

沙

代

眠
る
児
の
手
の
窪
に
あ
る
木
の
実
か
な

由
記

手
踊
り
の
水
面
に
映
ゆ
る
秋
の
風

真
知

刈
リ
上
げ
の
喜
ぴ
っ
た
ふ
コ
ッ
プ
酒

華

7日(笠)

14日(金)

草
の
葉
に
来
て
祈
る
ご
ど
敢
を
擦
る

L
お
か
ら
ど
ん
ぼ
に
し
さ
す
タ
詰

講
井
は
な
よ

美
枝

13巴(木)

折
鶴
や
知
恵
子
の
里
の
秋
し
ぐ
れ

仁
美

花
嫁
の
ド
レ
ス
光
り
し
花
若
荷

本
営
の
映
品
で
披
露
す
る
名
演
技
投
岩
は
遣
す
そ
の
感
動
を
川
田

墨
の
呑
の
部
屋
に
た
だ
よ
ふ
秋
1
4
リ

春
吉

吟
Jt 
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私
の
ふ
る
さ
と

⑥
 
卓食
ズ
の
」
口
一
M

M
人

命

フ

{おいしい豆腐料理
をどうぞ!J

今月は、禽生活改善堆進員研修会で紹介されました一畠で

す。とうふのオイル焼きに、ゆで野菜(チンゲン菜、白菜、力リ

フラワ一他)をたっぷり添えて熱いだしをかければ、一田で

主菜・副菜がとれるおかずになります。手軽にできて、さっぱ

りしていて、体があたたまります。是非、ためしてみましょう。

i
神
奈
川
県
横
浜
市
|

野
本
政
雪
さ
ん
(
由
辻
新
田
)

，
「
赤
い
靴
は
い
て
た
女

替
の
子
、
異
人
さ
ん
に
」

子
外
国
文
化
交
流
の
玄
関
口

と
し
て
栄
え
た
街
「
ヨ
コ

ハ
マ
」
安
政
六
年
に
開
港
、
明
治
五

年
、
新
橋
1
横
浜
に
鉄
道
が
開
通
、

美
空
ひ
ば
り
、
五
木
ひ
ろ
し
な
ど
多

く
の
歌
手
に
よ
り
ブ
ル

i
ス
や
演
歌

が
詩
わ
れ
た
港
町
で
す
。
い
ま
で
も

年
齢
を
越
え
人
々
が
異
国
情
緒
を
求

め
集
う
所
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
郊

外
の
戸
塚
区
と
い
う
回
国
住
い
で
し

た
が
、
で
か
け
る
の
は
決
ま
っ
て
横

浜
。
小
さ
い
頃
チ
ン
チ
ン
電
車
に
乗

っ
た
り
、
白
を
丸
く
し
て
見
た
野
毛

1とうふのオイル焼き、たっぷり大根添えJ

適買

適宜

適盟

適宣

3
 

ゅ

ん

辛

つ

昧

こ

麿

ぎ

萎

ん

い

昧

め

薬

だ

一

ね

笠

•• 
丁

々

宣

2

少

適

80g 

100g 

一材料(4人分)ー

・木綿宣腐

・片栗粉

・j自

-人参

・フP口ッコリー

山
動
物
園
、
横
浜
球
場
、
若
い
頃

は
伊
勢
佐
木
町
や
中
華
街
を
カ
ツ

ポ
し
、
時
に
は
少
し
気
取
っ
て
浜

ジ
ル
バ
な
ど
も
踊
っ
て
み
ま
し

た。
平
成
元
年
に
は
、
開
港
吉
三
十

年
を
記
念
し
横
浜
博
覧
会
や
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
が
開
通
、
来
年
は
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
横
浜
決
勝
戦
で
す
。

み
な
さ
ん
も
名
所
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
グ
ル
メ
に
、
是
非
、
横

浜
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
!
ナ
i
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
荏
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

1
4
6
♂
1
)

一作り方一

( 1 )とうふはふきん又はペーパータオルに詔み、水分を軽

く切り4等分する。

(2)各面に片栗粉をまんべんなくつける。

(3)フライパンに油をうすくひき、中火でとうふを色よく

焼く。

(4)大根はすりおろし、j醤辛予を加えもみじおろしにし、ね

ぎはさらす。

(5 )人参は棒状に切り (3)でいっしょに焼く。ブ口ッコリ

ーは小房に分けゆでておく。

心に残る我がふるさと

『自然との遊び』
埼玉県春己部市

大竹明雄さん

(岩法寺出身・大竹正雄さんの四男)

私
は
、
福
島
空
港
や
五
輪
塔
で

馴
染
み
の
岩
法
寺
出
身
で
す
。
本

年
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
地
区

の
皆
様
方
の
公
私
に
わ
た
る
温
か

い
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜
物
と
紙

面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。
東
京
玉
川
会
コ

ー
ナ
ー
に
「
心
に
残
る
我
が
ふ
る

さ
と
」
へ
の
原
稿
執
筆
を
依
頼
さ

れ
、
五
十
数
年
前
の
姿
を
思
い
出

し
綴
っ
て
み
ま
す
。

四
歳
の
頃
は
戦
時
中
で
裏
山
の

防
空
壕
の
中
で
遊
ん
だ
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
小
学
校
は
竜
崎
分
校
で

四
年
生
ま
で
ク
ラ
ス
一
一
一
十
数
名
で

学
ん
だ
。
遊
び
場
は
故
大
竹
寿
雄

氏
宅
隣
に
公
民
館
が
あ
り
、
学
校

の
帰
り
雨
の
日
な
ど
よ
く
友
達
と

遊
び
ま
し
た
。
一
二
年
生
の
時
、
公
民

館
二
階
か
ら
飛
び
降
り
て
、
八
針

も
縫
う
大
怪
我
を
し
、
今
も
健
在

で
九
十
二
歳
に
な
る
父
親
に
小
高

に
あ
っ
た
矢
吹
医
院
に
自
転
車
で

連
れ
て
行
か
れ
た
こ
と
が
走
馬
燈

の
よ
う
に
自
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

夏
に
な
る
と
、
下
ノ
池
(
現
在

公
民
館
、
グ
ラ
ン
ド
)
で
水
遊
び

を
し
ま
し
た
。
本
格
的
に
泳
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
上
ノ
池
に

先
輩
に
つ
い
て
行
き
、
油
の
中
程

で
離
さ
れ
必
死
に
岸
ま
で
泳
ぎ
、

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
有
名
な
乙
字
ヶ
滝
で
泳
ぎ
、

春
秋
は
国
間
で
、
先
輩
、
友
人
と

の
野
球
、
冬
は
下
駄
ス
ケ
ー
ト
、

竹
ス
キ

i
、
援
な
ど
で
楽
し
ん
だ

も
ん
で
す
。
少
年
の
頃
大
好
き
な

食
べ
物
は
、
山
あ
け
び
、
菜
、
桑

の
実
、
本
当
に
美
味
か
っ
た
な
l
。

玉
川
村
村
民
と
東
京
玉
川
会
員

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

ま
す
。
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